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小大連携による紙芝居制作の試み(3 ) 
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宮崎友理子(認定こども園たちばな幼稚園)

平成 22年 12月 18日、 19日に fでてこい大きな紙芝居 2010J を長崎県美術館

ホーノレで実施した。位置づけは長崎県美術館太回大八展連携企蘭 「大きな絵本の

読み語り Jである。その内容は紙芝居作品を映画館サイズの巨大なスクリーンに

投影しサウンドストーリー形式で提示するものである。上演した紙芝居作品は小

学生あるいは幼稚園児と大学生が共同で制作した 4作品、太田大八展に出品され

た絵本から紙芝居にまとめた 6作品 [註 1]、計 10作品である。運営にあたった

のは教育学部の学生、 2年の 6名、 3年の 9名、 4年の l名、教員 l名、 OB・O

G5名(小学校教員 3名、幼稚園教員 l名、短期大学教員 1名)、美術館スタッフ

5名、計 27名である。今回で小大連携による紙芝居制作[註 2]は 3年目である

が、参加したのは 4校国(県内 2校・ I園、他府県 l校)である D

佐賀県の唐津市立馬渡小中学校 5年(男子 3名、女子 3名、計 6名) 6年(男

子 2名、女子 4名、計 6名)との共同作品が「アリスおばあちゃんのこびとのお

庖」である。まず小学生がストーリーを考えた。おばあちゃんと 4名の小人がお

庖の材料を集めるために困難を克服し馬渡島に行くという内容である。次に大学

生が絵を描き紙芝居に仕立てた。

長崎県の西海市立西海北小学校 3年 2組(男子 11名、女子 13名、計 24名)

との共同作品が 「どうぶつのがっこう」である。まず小学生が“森の学校"左い

うテーマで一人一匹の動物をデザイ ンした。次に小学生がイメージしたキャラク

ターの性格・特徴も考慮、して大学生がストーリーを考えて紙芝居に仕立てた。

長崎県の諌早市立西諌早小学校 I年 4組(男子 11名、女子 13名、計 24名)と

の共同作品が 「モンスターをさがせりである。まず小学生が風景や物の写真を撮

影 L、写真に直接モンスターをデザイン Lた。次に大学生がストーリーを考えて

加筆・再構成することで紙芝居に仕立てた。なぞなぞを加えたり、スト ー リーに

組みこめなかった写真をすべて最後に紹介したりする工夫がなされた作品である。
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長崎県島原市の認定こども固たちばな幼稚園松組 [年長〕梅組〔年中]ゆり組

〔年少]各クラス 5~6 名(自由参加の形態をとったため正磁な人数を示すことが

困難)との共同作品が「おばけのメリーJである。まず大学生が消しゴムはんこ

を作成した。次に幼稚園児が大きな画用紙に消しゴムはんこを自由にスタンプす

ることで絵を描いた。最後に宮崎教諭がストーリーを考え、完成した絵を素材に

コラージュを施し画面を再構成することで紙芝居に仕立てた。

E 目的と方法

本研究の目的は美術教育の領域で教員養成大学における小大連携の可能性と

課題を明らかにするものである。参加する小学校(幼稚園を含む)の子どもに対

Lて、普段の教育活動をより豊かにする活動、普段の教育活動にはない意味ある

活動を保障したい。また、近い将来に美術教育を指導する教員となる学生に対し

て、子どもと関わる仕事の魅力や、やりがいについて学ぶことができるようにし

たい。

本研究の対象は 4校圃と大学との連携のスタイノレである。馬渡小中学校、西海

北小学校、西諌早小学校、たちばな幼稚園の子どもと共同作品の制作を行ったの

は教育学部の学生(中学校教育コース美術専攻が中心)、 2年の 6名である。4校

園の活動記録、4校閣から大学に対する講評を整理し、小大連携の方向性を検討

し、来年度に向けて具体的なプログラムとして提案する。

E 馬遼小中学校の活動記録

小学生が紙芝居に登場するキャラクターやストーリーを構組すること、それら

をもとに大学生が紙芝居を制作することを訟永教諭が児童に伝えた。最重要の線

題はすべての児童に活躍の場面が存在することである。これには作品が完成した

時に児童一人ひとりが達成感を味わい、クラスの一体感を創出するねらいがある.

5、6年複式学級は 12名という小規模クラスであったので、おばあちゃんと小人

を登場させることだけを条件にしてストーリーのアイディアを児童に任せた。「起

承転結を考えることJや「脇役をしっかり活かすことJを注意事項として提示し

た。「小人たちに必要な服や道具などを取り扱うお1苫のおばあちゃんが小人たちと

官険をして材料を集める」というストーリーが提案され、嫌々なアイディアが組

み合わせられた。 自分たちが生活する馬渡島の実際の場所なども加えられた。

大まかにまとめられたストーリーは 12等分に分けられ、それぞれ分担部分の

内容を詳しく考える作業に移行した。そこでは「お話を聞く人がその場面をイメ

ージできるように!Jという助言を行った。児童に個人差があり時間はかかった

ものの、完成度の高いストーリーになった。児童自らが作品の読み聞かせをした

いという要望が強かったこともあり、多くの児童と保護者が遺構地から長崎県美

術館を訪問した。児童と学生がカを合わせて作品の上映に携わることができたこ

とは、双方にとって有意義な体験の場になったと考える。
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作品上演後の児童のコメントには 「リハーサルの時はドキドキ Lて読むのが速

くなってしまったが、本番はゆっくり読めたので良かったJr自分たちで話を考え

て、それを発表できたので良い経験ができたJr大学生に優 しく教えてもらって、

気持ちをこめて読めたので良かったJr緊張したが楽 しんで発表できたからおもし

ろかったJr自分たちが考えたキャラクターと絵が全然違っていたのでおもしろか

った』といったものがある。

松永教諭からは小学生と大学生との交流 ・美術館での作品発表について、特に

僻地に住み他の地域の人に自分を表現する機会の少ない児童にとって意義深いと

いう 指摘があった。

W 酉海北小学校の活動配録

速く 離れている長崎県美術館に行った経験をもたない児貨の実態を踏まえて、

長崎県美術館の紹介と、長崎大学の大学生と一緒に紙芝居を共同で制作すること

を伝えた。「キャラタターをみんなで考えてみない ?Jと大野教諭が話しかける前

に、「ぼくたちがキャラクターを考えたい!J rやってみたい !Jと児童が叫んだ。

「全員でやりたい !Jとクラスがまとまり、図工の時間(説明を含めて 2時間)

を使ってキャラクタ一作りが始まった.大学生から届いた手紙が読みあげられ、

大学生の描いたキャラクターの作品見本が提示された。取り組むことが決定して

から実際に絵を描く日までに 1週間の空白期聞があったが、毎日「いつ描 くので

すかワ」という質問があり、事前に家でキャラクタ ーを考えてきたり、母親と相

談したりするなど、キャラクター作りに対する意欲は高かった。

キャラクター作りに割ける時間数と児童の描画技術を考慮し、はがきサイズの

画用紙に色鉛筆で着色させた。キャラクターの絵を描いた後に、キャラクターの

性格や特徴を書きこむように指示した。描く際には図鑑を参考にすることも許可

した。描いたキャラクターの性格や特徴を次々に記すことができていることから、

絵を描きながらキャラクヲーの性格や特徴を一人ひとりの頭の中に思い浮かべて

いたことがわかる。児童が話し合いながら、「キャラクターどうしが仲良しという

設定Jrライパルという設定Jなどキャラクターの関係性を構築していった事例も

あった。早くキャラクターを措き終えた児童は二つ自 三つ自に挑戦していった。

最後に完成させた作品の中から各自 1枚を選びキャラクターの紹介をし、感惣を

交換し、大学生が完成させる紙芝居への期待を膨らませた。

制作後の児童のコメントには「動物のキャラクターを考えるのがとても楽しか

ったJrどんな紙芝居になるのか、とてもドキドキしますJrぼくのキャラクター

が、どこででてくるのか楽しみですJr色を工夫しましたJr頭の上にプロベラみ

たいなものをつけたり、羽をつけたり、本当にはいない動物を描こうと思いまし

たJr気にいった絵が描けたので良かったJといったものがある o

大野教諭からは 「児童が美術館を身近に感じることができたJr大学生とのつな
がりによって、 “自分の描いたものを他人が鑑賞して くれる"という意識をもっ
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て小学生が絵を描くことができたJr期待感、夢のある学習が実現したJr図工が

楽しみ、図工の授業は好きだという児童が糟えたJ という指摘があった。

V 西棟早小学校の活動記録

大学生による作品見本を提示した後Jみんなもカメラを使ってキャラクターを
つくろう J と呼びかけた。その時に自分が考えたキャラクターがお話になること

を伝えると児童のやる気が惜した。 1日目は昼休みなどに一緒に散歩しながら校

内を巡って、キャラクターになりそうなものを探した。校庭の木や教室にあるギ

ター、体育倉庫にある備品などその場で対象を決めた児童はデジカメで撮影した。

その時に深すことができなかった児童も次の日までに撮影を終えることができた。

2日目は撮影したものを A5サイズに印刷し、それにクレヨンで描画させた。印

刷されたものに直接描画するには発色の良さや 1年生が慣れ親しんだ画材という

面からクレヨンを使うことが最適である。

デジカメを用いた平面作品の制作の第 1の利点は 「手軽にできるJこと、第 2

の利点は「やり直しが何度でもできるj ことにある。つまり自分が選んだ対象を

デジカメで撮影し候補となるものを何点でも保存しておいて後から選べる。気に

なるものはとりあえず撮影し、後から自分のアイディアに合致するものを自由に

選ぶことが可能である。キャラクターのアイディアが浮かばない児童に対して、

「商白そうな形や模織のものをいくつか撮っておけばいいよJと声をかけると、

何点か写真を撮ることができた。その後教室に戻り、撮影した写真を参考にして

ゆっくりとアイディアをまとめさせることができた。

デジカメを用いた作品制作とは異なり、絵画などの平面作品ではある程度制作

が進むとやり直すことが時間的にも物理的にも難しくなる。今回の活動は制作の

途中であっても、うまくし、かない時や失敗した時は新しく印刷し直したものに描

き直せるし、写真自体を別のものに変えることもできた。休み時間等の短い時間

や突発的にできた空き時間に取り組めることは大きかった。工作や水彩絵の具で

の制作だと準備や片づけの時間も考えると、ある程度まとまった時間が必要にな

るのだが、デジカメを用いた作品制作はいつでも気軽に始めることが可能である。

また、立体のキャラクターをデシカメで撮影すれば、キャラクターを自由に動か

し、キャラクダーの後ろ姿や下から見た構図の画面を容易に表現できる。

制作後の児童のコメントには fかわいいのができたJrカメラをつかえてたのし

かったJrまたっくりたしリ fたくさんいろをぬりましたJrもっとたくさんっくり

たかったJrおうちでもっくりたいですJrかんたんだったJrもういっかいやりた

し、JrおもしろかったJrたのしかった」といったものがある。

山川|教諭からは「図工が若手な児童でも手軽に取り組むことができたJr何度で

もやり直せるJr素材を撮り貯めできる Jrちょ っとしたイラスト感覚でできるJ

「保護者から、家庭でも親子で取り組みたいという意見をいただいたJr短時間で

一つの作品ができるため、 I年生にとっては取り組みやすい」という指摘があっ
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た。

羽 たちばな幼稚園の活動記録

幼児が日常、何気なく描いた絵や模様をテキスタイルにしたら素敵な作品がで

きるというアイディアから、今回の活動は企画されたものである。幼児が最初か

ら「おばけ」を描くというスタンスではなく、 1枚の紙にスタンプを押したりクレ

ヨンやベンで絵を描いたりすることから出発 Lた。おばけの模様を幼児が提案す

ると、どのような作品になるか想像がつかないし、アレンジが難しくなることが

予測されたことが理由である。試行の段階で、 「おばけを揃いてJ と指示すると

表現にパラつきが生じ、ストーリーをつくるハードルが高くなることを実感した。

また「好きなスカートやワンピースの柄を描いてみてこんな布があったらい

いなぁと思うものを描いてみて」などテキスタイノレのデザインをする感覚を伝え

ると、捕かれた絵が少しインパクトに欠けたものになることを感じた。

そこで紙芝居制作はいろいろな絵や模様を描いてもらうところからスタートさ

せた。運動会な どの園の行事で忙しい時期に重なっていたこともあるので、 斉

に幼児を集めて時聞を決めて制作するスタイノレではなく、朝夕の預かり保育や午

後からの自由遊びの合間に興味のある幼児が好きな時に参加できるスタイノレをと

った。各教室の外にあるみんなの共同スベースの机を使って活動が進んだ。クレ

ヨンや絵の具、色えんびつなどの画材に加え、消しゴムはんこやお芋のはんこな

ども使用できるようにした。まず絵を描いたり作ったりすることに熱心な数人の

幼児に声をかけ、スタンプの基本的な使い方、使った後はよく拭いて元の箱に戻

すことなども伝えた。そして作品見本を提示し、簡単な説明を行った後、自由な

制作をさせた。

数人が取り組んでいると年齢を問わず 「わたしもしたい!J rぼくも したい!J 

と幼児が集まってきた結果、幼児どうしでスタンプの使い方を教え合いながらの

制作が進行した。素敵なものができあがると「今日すぐにでももって帰りたい川

という幼児がでてきた。 rちょっとだけ貸してね川と急いでスキャナーで作品

をパソコンに取りこみをして対応した。少し席をはずしている聞に封筒や紙飛行

機になっていてスキャンしそこなったというケースも多々あったが、幼児が上機

嫌でワクワクしながら制作する楽しい時間が実現できたことは意義がある。

そうしてできた作品を素材として宮崎教諭がおばけの形に切ったりコラージュ

したりして画面を構成し紙芝居に仕立てた。ストーリーが Iおばけj の話になっ

たのは幼児が「空想の世界Jや「おばけj を好むことによる。なお、ストーりー

の内容は 「おばけ」を題材にした作品にするという方向性だけを決め、素材とな

る作品が少しずつでてきた段階で忌終的に決定した。

宮崎教諭からは f絵を描いたりスタンプを押したりという制作はいつもの遊び

の延長上にあるものだったので自由な雰囲気で制作できた“自由に描いたり

抑していいよ"というス !Iイノレにしたらのびのびと楽しんで取り組み、結果とし
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て素敵な模様がたくさん生まれてきた年少・年中・年長すべての年齢の子ど

もを混ぜて制作することにした結果、様々なものができあがり賑やかな紙面にす

ることができた今回はきっちりと時間をとらずに自由遊びの中で興味のある

子どものみを対象に制作させたが、時間をとって年齢も絞って制作させたかった」

という指摘があった。

¥'1. 4校置から大学に対する..平

馬渡小中学校から大学生に対して「メールのやりとりも丁寧で誠実さが感じら

れたJrできれば学生と児童との交流がもう少 Lできたらい」といったコメントが

あった。遠方との交流ということで仕方ない部分もあるが、そこを埋める努力が

児童に大きな感動を与えることになるであろう。そのことはイベント終了後、

2011年 2月に出前授業を実節した時に、児童の反応が良好であったことからも想

像できる。完成作品に対して「児童のストーリーにとても素敵な絵や音楽をつけ

てもらって嬉 Lく思ったJr児童が考えた場面やキャラクターが思いもしない形に

なって驚いた」といったコメントがあった。美術館での作品上映に対して「あれ

だけの内容の作品を上映しているので、もっと多くの参観者がいたらー」といっ

たコメントがあった。この部分については識に申し訳ない。これまで 7月に伺時

開催していた 2つのイベントを分離し、今回のイベントだけを 12月に移したこ

とが原因である。これは太田大八展とリンクさせたいという美術館からの要望に

よるもので、その時期が準備時間を十分に確保しにくいため、計画段階で広報活

動を美術館にすべて任せると取り決めていた。そのことが今になって悔やまれる。

西海北小学校から大学生に対 Lて「保護者への連絡などの関係上、様々な連絡

があと少し早めだと助かりましたーJrこちらもパタパタしていたため、学校のメ

ール確認が遅くなり、申し訳ありませんでした。早いうちから、携帯電話でやり

取りをしておけばスムーズに連絡し合えたかもしれませんねJ といったコメント

があった。学生にとっては貴重な学びの場になったと感じている。完成作品に対

して「絵が素晴らしかった。バラバラだったタッチを統ーさせつつ、キャラクタ

ーの特徴は忠実に表現されていたので、児童が考えたキャラクターの判別が 目

でできましたJrストーリーは 3年の学級で実際におこりうる内容であり、児童に

考えさせたいものでしたJといったコメントがあった。ただし数匹のキャラクタ

ーはどこで登場したのかわからない動物になっていた。I自分の描いた絵がどこで

でるか楽しみにしていたけど、どこででてきたのかわからなくて悲しかったj と

いう感想が児童からだされても不思議ではない。共同作品の制作方法の改善を検

討する必要がある。

西諌早小学校から大学生に対して「学生のチームワークが良く、楽しんで取り

組んでいる様子が伝わってきたJr教育現場への連絡も迅速であったことに感謝す

るJr読み聞かせに練習の後が見られた。特に声色や聞の取り方などー」といった

コメントがあった。完成作品に対して f画面と参観者がリンクしながらお話が進
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んでいく形はおもしく、児童は驚きながら喜びながら参加できたJr児童は自分の

作品がでていることで楽しく参加できたJrお話の中の言葉を精選すると就学前の

子どもにもわかりやすくなるJrお話の時聞はちょうど良かったが，なぞなぞは問
題のレベルが低学年や就学前の子どもには難しい内容だったj といったコメント

があった。ゲームやクイズを採用した参加型作品は素晴らしく、高く評価できる.

子どもが一方的に視聴するだけでなく、参加できるという楽しさは新たなジャン

ノレを切り拓くことにつながる可能性を予感させる。美術館での作品上映に対して

「ホールでの上映はクッションに抱きついたり毛布の上で横になったりして作品

を見られるので良いJr美術館での開催前にリハーサノレを兼ねてプレ発表会を行え

ば宣伝になりイベントの存在を知る人も憎えるのではないかJといったコメント

があった。

たちばな幼稚園から大学生が作成した消しゴムはんこについて「幼児が胸をと

きめかせて嬉しそうにスタンプしていたうさぎやイチゴのモチーフは 1 ~2個

を押して満足する幼児が多く、おばけの模繊にすることが難しかったが、制作に

興味をもたせる動機づけの機能を十分に果たした三角や丸、四角、月のよう

なものなど、シンプノレな形ほど紙面にした時に面白いものになった」といったコ

メントがあった.美術館での作品上映に対して f美術館で発表されることについ

て矯しいという意見が多かったが、実際に完成した作品はどの部分を誰が摘いた

のかわかりづらしリといったコメントがあった。これは西海北小学校との共同作

品にもみられた問題であり、子どものそチベーションを高める方向での解決が望

ましい。そのためには小手先の修正では不十分であり、自分が関わった部分が明

確に残る紙芝居制作の方法を開発する必要がある。また同様に子どもが描いたも

のをアレンジすることについて許可を得るための手立てを講じることも大切だが、

それを必要としない紙芝居制作の方法を開発する必要がある。そうすることで今

以上に自由な表現につながるからだ。

最後に小大連携に関わった教員が先輩として学生に贈ったメッセージを以下に

記載する。

松永教諭 f私が学生の頃にこれだけの実践ができていたかというと疑問があり

ます。実践の様子や子どもに語りかける機子を見ていると、あなた方は素晴らし

い先生になるのだろうなと強く感じました。教員になると夢や理想だけでやって

いけることはありません。教師という仕事は大変な仕事です。 しかし、子どもに

支えられながら深い喜びを感じていける、やりがいのある仕事でもありますJ

大野教諭「何かに向けて、真剣に悩んだり、考えたりしたことは、それが例え

失敗したとしても、次へつながる大きな一歩になります。貨車な経験になります。

人任せで、楽にやり遂げてしまったことは、後にはほとんど何も残りません。先

日、ある学校の先生に“成功の反対は何だと思う0)"と尋ねられました。“失敗で

すか?"と答えたのですが、それは誤りでした。正解は“何もしないことだ"と

のこ と。 とても心に残る一言でした。たくさんの苦労に立ち向かつてください。
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仲間と楽しみながら 。必ず大きな財産になるはずー」

山川教諭「“子どもに身につけさせたいこと、見せたいこと、体験させたいこと、

子どもがやらなければならないこと、やりたくなるようなこと"にプラスして“学

生さん自身がやりたいこと"になっていましたか。やる方が楽しんでいないと見

ている方は楽しくありません。自分が楽しむことが鍵です。作品は鑑賞する対象

があるので独りよがりになってはいけません。子どもの発達段階を考慮し、こん

なものがいいのではないか。今、子どもに流行っているものは何か。教育現場に

どんどん顔をだし、子どもと触れ合う機会を増やしてください。子どものニーズ

に応えるアイディアがもっと湧いてくるかもー」

宮崎教諭 「教育界では新米です。大学卒業後数年間企業にいました。仕事を通

して多くの人と関わってきました。デザイナーやカメラマン、スタイリスト 'ク

リエイ ティブな仕事をする人たちです。彼らは日々の暮らしを豊かに楽しく

とても些細なことに喜び、楽しいことをつくりだしています。生きづらい世の中

でも楽しみ上手な感覚があれば、人生は幸せです。楽しみ上手な感覚をもった人

を一人でも多く噌やすことができればと願っていますJ

VI まとめ

今回は小学生と大学生の共同制作について以下のス9イノレがとられた。

( 1 )小学生が作成したストーリーを大学生が紙芝居に仕上げる

(2 )小学生がデザインしたキャラクターを用い大学生が紙芝居に仕上げる

( 3 )アーテイストが主役となって紙芝居に仕上げる

馬渡小中学校との共同制作が(1 )、西海北小学校、西諌早小学校との共同制作

が(2 )、たちばな幼稚園との共同制作が(3 )である。

( 1 )のスタイルを発展させ、紙芝居の根幹となるストーリーやアイディアを

話し合うことに重きをおいた小学生と大学生の連携を進めることに可能性を感じ

る。これまでの紙芝居の共同制作は絵を描いたり作ったり、キャラクターをデザ

イン Lたりするなど目に見える活動になりがちであったことは否定できない。

(2 )のスタイノレの欠点は小学生がデザインしたキャラクヲーをすべて登場さ

せることが難しいことにある。今後、大学生が大まかなストーリーを作成し、そ

の流れに沿って小学生に考えてほしいキャラクターを設定することが鍵になるで

あろう 。小学生は大学生がi設定 Lたキャラククーをデザインし、大学生は小学生

がデザイン Lたキャラクターをアレンジして紙芝居として完成させることで、

( 2 )のスタイルの欠点を克服できる と考える。

( 3 )のスタイノレは成功すると良質の作品が誕生する。今回は宮崎教諭がアー

テイストの役割を担い、子どもとコラボレーションする活動を基本に、それを大

学生が支えた。課題は山積するが博学連携の観点からも挑戦してい く価値がある。

松永教諭からは 「今回の活動を逆にした活動、大学生が考えたストーリーを小

学生が絵や立体作品を作って表現するJ というアイデ ィアがだされた。読書感想
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画に似た要素があり小学生は取り組みやすいが、作品の完成度や人数が多いクラ

スの実践には無理がある。

大野教諭からは 「小学生が経験したことや考えたお話を膨らませて、大学生が

紙芝居にするJr小学生に自由に好きな00(乗り物、動物など)を描かせる[描
くものの大きさはある程度決めておくことが必要]。描かれたものを切り取って紙

芝居の画面のどこかに貼りつけて聾場させる形で大学生が紙芝居にする」という

アイディアがだされた。

山川|教諭からは fカリキュラム外で取り組むことができる今回のデジカメの取

り組みは発展する余地が大きい。年齢の低い小学生でもショートストーリ ーや4

コマ漫画的なものをつくることができるかもしれない。ただし小学生の取り組み

を成功させるには教育現場と学生の聞で十分な話し合いや交流がなければならな

いJと指摘があった。

宮崎教諭からは「小学生が限定されたモチーフの絵を描き、大学生がその絵を

紙芝居に組みこむ。眼鏡をそチーフとした場合、大学生は眼鏡がたくさんでてく

るストーリーを予め作成する。小学生はそのストーリーを聴き作業をス'/-トさ

せる。有効なモチーフとして帽子、鳥、スカート、星などが考えられるJ という

アイディアがだされた。

今年度の小学生と大学生の共同制作を見直すと、来年度以降のスタイノレとして

以下のような 6つのプログラムを構想することができる。

(A)小学生のストーリ一作成を大学生が支援するプログラム

①大学生がストーリーのアイディアを練り、小学生に提示する

②小学生がストーリーのアイディアを練る

③双方が参加してアイディアのコンテストを実施する

③小学生がストーリーを完成させる

⑤大学生がサウンドストーリー形式の紙芝居に仕上げる

⑥大学生が完成作品を上演する

(B) 大学生が設定したキャラクターを小学生がデザインするプログラム

①大学生がストーリーを作成する

②大学生が小学生に考えてもらうキャラクターを設定する

③小学生がキャラクターをデザインする

@大学生がサウンドストー リー形式の紙芝居に仕上げる

⑤大学生が完成作品を上演する

(C) 大学生が提示 した場面を小学生がデジカメで撮影するプログラム

①大学生がストーリーを作成する

②大学生がキャラク担ーをデザインする

③大学生の提示した場面を小学生がデジカメで撮影する

④大学生がサウンドストーリー形式の紙芝居に仕上げる

⑤大学生が完成作品を上演する
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(0 )限定されたモチーフを描くプログラム

①大学生が限定されたモチーフを決め、ストーリーを作成する

②小学生が限定されたモチーフの絵を描く

③大学生がサウンドストーリー形式の紙芝居に仕上げる

④大学生が完成作品を上演する

(E)既製の絵本を紙芝居に仕立てるプログラム

①大学生が既製の絵本から複数の候補を選択する

②小学生が取り組む lつの絵本を決定する

③大学生が下書きを行う

④小学生が着色する

⑤大学生がサウンドストーリー形式の紙芝居に仕上げる

⑥大学生が完成作品を上演する

(F) アーテイストと小学生と大学生がコラボレーションするプログラム

①アーテイストがプログラムを構想する

②大学生が素材づくりの準備をする

③小学生と大学生が素材づくりに取り組む

④ア}テイストがサウンドストーリー形式の紙芝居に仕上げる

⑤大学生が完成作品を上演する

(A) は松永教諭案を加味した(1 )のスタイノレの進化版であり、小学校高学

年以上を対象としている。 (B)は大野教諭の指摘による(2 )のスタイルの改良

版であり、小学校中学年以上を対象としている。 (c)は山}II教諭案を加味した(2 ) 

のスタイルの進化版であり、小学校低学年以上を対象止している。 (0)は宮崎教

諭のアイディアによるもので、小学校低学年以上を対象としている。(E)は最も

取り組みやすいスタイルのものであり、小学校低学年以上を対象としている。(F)

は(3 )のスタイノレの進化版であり、小学校低学年以上を対象としている。なお、

幼稚園・保育所と共同制作をする場合は (0) と (F) で対応したい。
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